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　本会は先日（19 日）に、「ノーベル平和賞のピレイさんと共に、トランプ
の卑劣な攻撃とたたかう赤根 ICC 所長に連帯しよう」という声明を公表した。
 
　しかし、トランプと共にロシアのプーチンも、赤根所長を含む幹部職員へ
の不当な制裁により、ICC を攻撃している。
 
 　2022 年 2 月に始まった、ロシアによるウクライナへの非道な侵略戦争は、
膨大な破壊と犠牲を生みつつ今もなお続いている。
　本会は、その不当な開戦直後に、「非暴力による平和をめざす地球市民と
して、共にプーチン大統領のウクライナ侵略に抗議し、武力攻撃の即時停止・
撤兵と問題の平和的な解決を強く求めましょう」（2022.3.5）という抗議声
明を発した。
 
 　2023 年 3 月、国際刑事裁判所（ICC）は、プーチンに対して、ウクライ
ナ占領地域からの子どもの連れ去りを理由に、戦争犯罪容疑で逮捕状を発し
た。しかし、2025 年 12 月、プーチンのロシアは、赤根所長を含む複数の
ICC 裁判官に対し、本人欠席のまま裁判を行い、実刑判決を言い渡した。さ
らに本年 10 月には、オランダなど複数国に身柄引き渡しまで要求した。
 
　8 月に米国トランプ政権も、赤根所長らを制裁対象に追加した上、今月に
は ICC 本体をも制裁対象に指定し、解体を含めた不当な圧力を強化した。
 
　二つの破滅的な世界大戦を経て、ようやく歩み始めた「戦争違法化」への
道と国際社会における法の支配を、共に苦境に陥った独裁者のトランプと
プーチンの野合によって、むざむざと覆されるのを許してはならない。
 
　非暴力による平和をめざす地球市民として、改めて深い理想を掲げつつ、
共に抗議し、声をあげましょう！
 


